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9月1日は「防災の日」、9月9日は「救急の日」9月1日は「防災の日」、9月9日は「救急の日」特 集
地
震
に
備
え
て

•
家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
を
防
止
す
る

た
め
、
金
具
で
固
定
す
る
な
ど
の
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

•
ブ
ロッ
ク
塀
の
点
検
、補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

•
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張

り
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に
備
え
て

•
台
風
や
雨
・
風
に
関
す
る
気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

•
浸
水
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
家
財
道
具
を
高
い
場
所
に
移
動
し
ま

し
ょ
う
。

土
砂
災
害
に
備
え
て

•
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
、
早
め
の
避

難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

•「
が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る
」「
山
鳴
り

が
す
る
」「
川
が
異
常
に
濁
る
」
な
ど
、

普
段
と
違
っ
た
現
象
を
察
知
し
た
ら
、

危
険
を
感
じ
る
前
に
早
め
の
自
主
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
や
家
庭
内
で
防
災
会
議
を

災
害
等
に
備
え
て
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
家
庭
で
再
度
、
避

難
場
所
、
避
難
経
路
等
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
非
常
食
、
飲
料
水
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
補
助
制
度
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
と
は
、『
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』と
い
う
自

覚
や
連
帯
感
に
基
づ
き
、自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
で
す
。

◆
補
助
の
対
象

　

地
域
住
民
に
よ
る
自
治
会
等
を
単

位
と
し
た
自
主
防
災
組
織

◆
補
助
の
内
容

設
立
補
助
金
…
20
万
円
以
内

（
1
組
織
に
つ
き
）

活
動
補
助
金
…
2
万
円
以
内

（
1
組
織
に
つ
き
）

※
活
動
補
助
金
は
設
立
時
の
翌
年
度
か
ら

詳
細
は　

 

危
機
管
理
課
☎
（21）
2
5
5
1
ま
で

● 

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

◆
総
合
防
災
訓
練

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午
予
定

会
場 

《
メ
イ
ン
会
場
》

　
　

 

栃
木
市
総
合
運
動
公
園

 

《
サ
ブ
会
場
》

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
・
藤
岡
総
合
体

育
館
・
家
中
小
学
校
・
西
方
公

民
館
・
西
方
保
健
セ
ン
タ
ー
・
岩

舟
公
民
館
・
岩
舟
体
育
館

◆
地
域
防
災
訓
練

《
西
方
地
域
》

日
時　

平
成
27
年
2
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
11
時
予
定

会
場　

西
方
総
合
文
化
体
育
館

《
岩
舟
地
域
》

日
時　

平
成
27
年
3
月
8
日（
日
）

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
11
時
予
定

会
場　

小
野
寺
北
小
学
校

●
防
災
情
報
等
の
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て

◆
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

市
か
ら
災
害
・
避
難
情
報
を
よ
り
多

く
の
方
へ
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
必
要
と
し
な
い「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、ソ
フ
ト
バ
ン

ク
、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
a
u
）の
携
帯
電
話
に
対

し
て
、市
か
ら
の
災
害
情
報
を
緊
急
速

報
メ
ー
ル
で
一
斉
に
配
信
し
ま
す
。

※
機
種
に
よ
り
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
な
い
場
合
や
受
信
設
定
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
主
な
配
信
内
容
》

　

避
難
情
報
・
災
害
情
報
・ゲ
リ
ラ
等
に

よ
る
攻
撃
情
報
・
大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
生
活
安
全
情
報

　

防
災
・
防
犯
等
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

《
主
な
配
信
内
容
》

　

火
災
情
報
・
気
象
警
報
情
報
・
地
震

発
生
情
報（
震
度
4
以
上
）・
避
難
情
報
・

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
・
不
審
者
情
報
等

《
登
録
方
法
》

•
パソ
コ
ン
か
ら
は

•
携
帯
電
話
か
ら
は

　
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、登
録

く
だ
さ
い
。 http://cc9.easypocket.jp

http://cc9.easypocket.jp/k/

家
庭
に
お
け
る
防
災
対
策
を

〜
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
〜

◆栃木地域
・市役所本庁舎（万町）
・片柳市営住宅（片柳町4丁目）
・寺尾公民館（梅沢町）
・旧寺尾北小学校跡地（出流町）
◆大平地域
・大平総合支所（大平町富田）

◆藤岡地域
・藤岡総合支所（藤岡町藤岡）
・消防団藤岡方面隊第1分団第1部詰所（藤岡町部屋）
・部屋南部桜づつみ公園（藤岡町石川）
・市道Ｆ5－41号線（藤岡町下宮）
◆都賀地域
・都賀総合支所（都賀町家中）

◆西方地域
・西方総合支所（西方町本城）
・八百比丘尼公園（西方町真名子）
・市道Ｎ2022号線（西方町真名子※真上公民館北側付近）
◆岩舟地域
・岩舟総合支所（岩舟町静）
・小野寺北小学校（岩舟町小野寺）　　■本 危機管理課 ☎（21）2551

●防災行政無線（屋外スピーカー）整備のお知らせ
　市では、災害時に市民の皆さまへ必要な情報を提供し、被害を最小限にとどめるため、市全域に迅速かつ確実に一斉に情報を伝達する手段として、
屋外スピーカー放送による防災行政無線（同報系）を今年度から順次整備します。平成26年度に設置予定の15箇所は、次のとおりです。

三次救急
特に症状の重い患者
●救命救急センター

三次救急
特に症状の重い患者
●救命救急センター

二次救急
入院や手術が必要な重症の患者
●病院群輪番制病院※

二次救急
入院や手術が必要な重症の患者
●病院群輪番制病院※

初期救急
比較的症状の軽い患者

●栃木地区急患センター 等

初期救急
比較的症状の軽い患者

●栃木地区急患センター 等

※地域の中核病院が交代制で担当

（高い）

（低い）

症
状
・
緊
急
度

救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

　

近
年
、「
平
日
・
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」「
昼
間
は

病
院
が
混
ん
で
い
る
か
ら
」な
ど
の
理
由
で
、休
日
や
夜

間
に
救
急
病
院
を
受
診
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
の
治
療
に

支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、救
急
医
療
に
た
ず
さ
わ

る
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
と
な
り
、救
急
医
療

体
制
を
維
持
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、適
正
な
医
療
機
関
の
受

診
や
救
急
医
療
の
利
用
に
つ
い
て
、一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
と
協
力
が
必
要
で
す
。

●
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

②「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
に
な
っ
た
と
き
の
初
期
治
療
や
、健
康
に
不

安
を
感
じ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
、身
近
な
医
師
を

探
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
休
日
や
夜
間
の
急
な
病
気
で
比
較
的
症
状
の
軽
い
方

は
、栃
木
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
栃
木
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー
＊

　
「
栃
木
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー
」は
栃
木
市
が
設
置
し
、

栃
木
市
医
師
会
に
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
に
詰
め
る
医
師
は
、開
業
医
に
よ
る

当
番
制
で
、自
身
の
診
療
所
終
了
後
に
駆
け
つ
け
、毎

日
多
く
の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
恒
常
的
に
多
く
、平
成
25

年
度
の
患
者
数
は
延
べ
6
，2
3
7
人
で
、平
均
患
者

数
は
夜
間
一
日
当
た
り
で
6
人
、休
日
一
日
当
た
り
で

は
65
人
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、栃
木
地
区
の
初
期
救
急
の
要
で
あ
る「
栃

木
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー
」が
安
定
し
て
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
、急
患
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
利
用
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先　

■本
健
康
増
進
課
☎
（25）
3
5
1
1

○
○
地
区
で

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

■本
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